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晋
楽
所
奏
「
怨
詩
行
」
考 

―
曹
植
に
捧
げ
ら
れ
た
鎮
魂
歌
― 

柳
川 

順
子 

 
は
じ
め
に 

  

魏
晋
の
宮
廷
音
楽
を
よ
く
保
存
す
る
『
宋
書
』
巻
二
十
一
・
楽
志
三
の
末
尾
に
、
魏
の
陳
思
王
曹
植
（
一
九
二
―
二
三
二
）

 (

一)

の
「
七

哀
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
三
、
『
玉
台
新
詠
』
巻
二
で
は
「
雑
詩
五
首
」
其
一
）
に
よ
る
楚
調
「
怨
詩
行
」
と
い
う
楽
府
詩
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
歌
曲
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、
西
晋
王
朝
の
宴
楽
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
で
は
、
晋
人
は
な
ぜ
曹

植
の
こ
の
詩
を
取
り
上
げ
て
、
改
変
の
手
を
加
え
、
「
怨
詩
行
」
と
し
て
宮
中
の
宴
で
演
奏
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
兄
曹
丕
（
一
八
七

―
二
二
六
）
と
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
曹
植
の
「
七
哀
詩
」
は
、
西
晋
王
朝
の
武
帝
司
馬
炎
と
、
そ
の
同
母
弟
で
あ
る
司
馬
攸
と
の
悲
劇

を
連
想
さ
せ
る
た
め
、
辞
句
を
改
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
朝
の
タ
ブ
ー
に
触
れ
る
こ
と
を
回
避
し
た
の
だ
と
す
る
矢
田
博
士
氏
の
説

 

(

二)

、
ま
た
、
君
臣
関
係
の
文
脈
で
解
釈
さ
れ
か
ね
な
い
曹
植
「
七
哀
詩
」
を
改
め
て
、
宴
席
に
供
す
る
歌
辞
と
し
て
、
閨
怨
の
情
を
よ
り

前
面
に
打
ち
出
し
た
と
み
る
一
澤
美
帆
氏
の
所
論
が
そ
れ
で
あ
る

 (

三)
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
説
得
力
を
持
つ
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は

別
の
視
角
か
ら
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
捉
え
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
怨
詩
行
」
は
、
西
晋
王
朝
の

人
々
か
ら
、
魏
王
朝
の
悲
劇
的
王
族
、
曹
植
に
捧
げ
ら
れ
る
鎮
魂
歌
な
の
だ
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
推
論
し
得
る
の
か
。
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本
稿
は
そ
の
根
拠
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
、
晋
楽
所
奏
「
怨
詩
行
」
と
曹
植
「
七
哀
詩
」 

  

晋
楽
所
奏
「
怨
詩
行
」
は
、
そ
の
本
辞
で
あ
る
曹
植
「
七
哀
詩
」
を
ど
の
よ
う
に
改
変
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
そ
の
本
文
を

挙
げ
て
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
論
述
の
都
合
上
、
各
句
の
頭
に
数
字
を
付
し
て
、
当
該
詩
に
お
け
る
句
の
順
次
を
示
し
て

お
く
。 晋

楽
所
奏
「
怨
詩
行
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曹
植
「
七
哀
詩
」 

01 

明
月
照
高
楼 

 

明
月 
高
楼
を
照
ら
し 

 
 

 

01 

明
月
照
高
楼 

02 

流
光
正
裴
回 

 
 

 

流
光 

正
に
裴
回
す 

 
 

 

02 

流
光
正
徘
徊 

03 

上
有
愁
思
婦 

 
 

 

上
に
愁
思
せ
る
婦
有
り 

 
 

 

03 

上
有
愁
思
婦 

04 

悲
歎
有
餘
哀 

 
 

 

悲
歎
し
て
餘
哀
有
り
」 

 
 

 

04 

悲
歎
有
餘
哀 

05 

借
問
歎
者
誰 
 

 
 

借
問
す 

歎
ず
る
者
は
誰
ぞ
と 

 
 

05 

借
問
歎
者
誰 

06 

自
云
客
子
妻 

 
 

 

自
ら
云
ふ 

客
子
の
妻
な
り 

 
 

06 

言
是
客
子
妻 

07 

夫
行
踰
十
載 

 
 

 

夫
は
行
く
こ
と
十
載
を
踰
え 

 
 

07 

君
行
踰
十
年 

08 

賤
妾
常
独
棲 

 
 

 

賤
妾 

常
に
独
り
棲
む
と
」 

 
 

08 

孤
妾
常
独
棲 

09 

念
君
過
於
渇 

 
 

 

君
を
念
ふ
こ
と
渇
す
る
に
過
ぎ 

 

10 

思
君
劇
於
饑 

 
 

 

君
を
思
ふ
こ
と
饑
う
る
よ
り
も
劇は

げ

し 
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11 

君
為
高
山
柏 

 
 

 

君
は
高
山
の
柏
と
為
り 

 
 

 

09 

君
若
清
路
塵 

12 

妾
為
濁
水
泥 

 
 

 

妾
は
濁
水
の
泥
と
為
る
」 

 
 

10 

妾
若
濁
水
泥 

13 
北
風
行
蕭
蕭 

 
 

 

北
風
は
行
く
こ
と
蕭
蕭
と
し
て 

 

14 

烈
烈
入
吾
耳 

 
 

 

烈
烈
と
し
て
吾
が
耳
に
入
る 

 
 

15 

心
中
念
故
人 

 
 

 

心
中
に
故
人
を
念
へ
ば 

 
 

16 

涙
墮
不
能
止 

 
 

 

涙
墮
ち
て
止
む
る
こ
と
能
は
ず
」 

 

17 

沈
浮
各
異
路 

 
 

 
浮
沈 

各
路
を
異
に
す
れ
ば 

 
 

11 

浮
沈
各
異
勢 

18 

会
合
当
何
諧 

 
 

 

会
合 
当は

た
何
ぞ
諧か

な

は
ん 

 
 

12 

会
合
何
時
諧 

19 

願
作
東
北
風 

 
 

 

願
は
く
は
・
東
北
の
風
・
作お

こ

り 
 

 

13 

願
為
西
南
風 

20 

吹
我
入
君
懐 

 
 

 

我
を
吹
き
て
君
が
懐
に
入
ら
し
め
ん
こ
と
を
」 

14 

長
逝
入
君
懐 

21 

君
懐
常
不
開 

 
 

 

君
が
懐 

常も

し
開
か
ず
ん
ば 

 
 

15 

君
懐
良
不
開 

22 

賤
妾
当
何
依 

 
 

 

賤
妾 

当
た
何
に
か
依
ら
ん 

 
 

16 

賤
妾
当
何
依 

23 

恩
情
中
道
絶 
 

 
 

恩
情 

中
道
に
て
絶
え 

 

24 

流
止
任
東
西 

 
 

 

流
止 

東
西
す
る
に
任
す
」 

 
 

25 

我
欲
竟
此
曲 

 
 

 

我
は
此
の
曲
を
竟を

へ
ん
と
欲
す
る
も 

 

26 

此
曲
悲
且
長 

 
 

 

此
の
曲 

悲
し
く
且
つ
長
し 

 
 

27 

今
日
楽
相
楽 

 
 

 

今
日 

楽
し
み
て
相
楽
し
み 

 
 

28 

別
後
莫
相
忘 

 
 

 

別
後
も
相
忘
る
る
こ
と
莫
か
れ
」 
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『
宋
書
』
楽
志
は
、
こ
の
「
怨
詩
行
」
の
本
文
を
、
「
一
解
」
か
ら
「
七
解
」
ま
で
、
四
句
ご
と
に
区
切
り
を
入
れ
た
か
た
ち
で
収
載
す

る
。
こ
れ
は
、
楽
曲
に
乗
せ
る
歌
辞
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
脚
韻
も
こ
れ
に
沿
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
今
、

『
広
韻
』
に
拠
っ
て
押
韻
の
あ
り
様
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

回
（
上
平
声
、
灰
韻
）
、
哀
（
上
平
声
、
咍
韻
）
。
誰
（
上
平
声
、
脂
韻
）
、
妻
・
棲
（
上
平
声
、
斉
韻
）
。
饑
（
上
平
声
、
微
韻
）
、
泥

（
上
平
声
、
斉
韻
）
。
耳
・
止
（
上
声
、
止
韻
）
。
諧
・
懐
（
上
平
声
、
皆
韻
）
。
開
（
上
平
声
、
咍
韻
）
、
依
（
上
平
声
、
微
韻
）
、
西

（
上
平
声
、
斉
韻
）
。
長
・
忘
（
下
平
声
、
陽
韻
）
。 

こ
の
う
ち
、『
広
韻
』
で
同
用
と
示
さ
れ
て
い
る
の
は
第
一
解
の
灰
・
咍
韻
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
主
母
音
こ
そ
異
な
る
も
の

の
、
韻
尾
が
同
じ
「
ｉ
」
で
あ
る
脂
・
斉
・
微
・
皆
韻
も
、
魏
晋
の
時
代
で
は
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い

 (

四)

。
他
方
、
本

辞
「
七
哀
詩
」
か
ら
新
た
に
増
補
さ
れ
た
第
四
解
で
は
、
な
だ
ら
か
な
響
き
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
前
後
の
平
声
と
は
異
質
な
、
沈
ん
だ
響

き
を
持
つ
上
声
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
本
辞
に
は
無
か
っ
た
末
尾
の
第
七
解
に
至
っ
て
、
そ
こ
ま
で
通
底
し
て
流
れ
て
い

た
「
ｉ
」
の
響
き
が
、
一
転
し
て
開
放
的
な
陽
韻
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
脚
韻
が
詩
歌
の
構
成
を
示
す
枠
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。 

 

で
は
、
こ
の
歌
曲
と
し
て
の
構
成
を
踏
ま
え
つ
つ
、
解
ご
と
に
段
落
を
区
切
っ
て
通
釈
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

 

明
る
い
月
が
、
高
く
聳
え
る
楼
閣
を
照
ら
し
、
流
れ
る
月
光
が
ち
ょ
う
ど
辺
り
を
た
ゆ
た
っ
て
い
る
と
き
。
楼
閣
の
上
に
愁
い
に

沈
む
女
性
が
い
て
、
彼
女
は
あ
り
あ
ま
る
哀
し
み
を
抱
い
て
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
。
（
一
解
） 

 

嘆
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
ど
な
た
か
と
た
ず
ね
て
み
れ
ば
、
流
浪
す
る
男
の
妻
だ
と
名
乗
っ
て
い
う
。「
夫
は
放
浪
の
旅
に
出
て

か
ら
十
年
を
越
え
、
私
は
い
つ
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
お
り
ま
す
」
と
。
（
二
解
） 

 

「
貴
方
の
こ
と
を
繰
り
返
し
思
え
ば
、
喉
の
渇
き
よ
り
も
ひ
ど
い
焦
燥
を
覚
え
、
貴
方
を
思
い
慕
っ
て
、
そ
の
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
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は
飢
え
よ
り
も
激
し
く
身
を
苛
み
ま
す
。
貴
方
は
高
く
聳
え
る
山
の
柏
と
な
り
、
私
は
濁
っ
た
水
底
の
泥
と
な
り
ま
し
た
。
（
三
解
） 

 

北
風
は
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
吹
き
な
ぶ
り
、
激
し
い
音
を
立
て
て
私
の
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。
心
の
内
に
古
馴
染
み
の
あ
の
人
を
思

え
ば
、
涙
が
流
れ
落
ち
て
押
し
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
四
解
） 

 

貴
方
と
私
と
は
、
浮
く
と
沈
む
と
に
そ
れ
ぞ
れ
道
が
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
対
面
は
い
っ
た
い
叶
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
、

東
北
か
ら
吹
く
風
が
巻
き
起
こ
り
、
私
を
吹
き
飛
ば
し
て
貴
方
の
懐
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。
（
五
解
） 

 

貴
方
の
懐
が
も
し
開
か
れ
な
い
な
ら
ば
、
私
は
い
っ
た
い
何
を
頼
み
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
恩
愛
の
情
は
中
途
で
断
ち
切

れ
、
私
は
流
れ
た
り
留
ま
っ
た
り
、
西
へ
東
へ
と
翻
弄
さ
れ
る
が
ま
ま
で
す
。
」
（
六
解
） 

 

さ
て
、
自
分
は
こ
の
曲
を
歌
い
終
え
よ
う
と
思
う
が
、
こ
の
曲
は
悲
し
く
、
し
か
も
長
く
尽
き
せ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
今
日
は
皆
で

楽
し
み
を
共
に
し
、
分
か
れ
た
後
も
お
た
が
い
を
忘
れ
な
い
で
い
よ
う
。
（
七
解
） 

 

「
怨
詩
行
」
と
そ
の
本
辞
「
七
哀
詩
」
と
を
対
照
さ
せ
て
み
れ
ば
、
「
怨
詩
行
」
は
、
基
本
的
に
は
本
辞
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
新
た
に

増
補
し
た
句
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
後
の
四
句
は
、
曹
植
自
身
の
「
怨
歌
行
」（
『
藝
文
類
聚
』
巻
四
十
一
、

『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
二
）
の
結
び
を
ま
る
ご
と
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。「
為
君
既
不
易
、
為
臣
良
独
難
（
君
為
る
は
既
に
易
か
ら
ず
、

臣
為
る
は
良
に
独
り
難
し
）
」
に
始
ま
る
曹
植
の
「
怨
歌
行
」
は
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
一
「
怨
詩
行
」
の
項
に
引
く
陳
の
釈
智
匠
『
古

今
楽
録
』
に
、
劉
宋
の
王
僧
虔
「
技
録
」
を
引
用
し
て
「
荀
録
所
載
古
『
為
君
』
一
篇
、
今
不
伝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
晋

宮
廷
音
楽
を
整
備
し
た
荀
勗
（
二
一
七
？
―
二
八
八
）
の
記
録
に
は
詠
み
人
知
ら
ず
の
古
辞
「
怨
詩
行
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
、
晋
王
朝
の
南
遷
を
経
た
南
朝
宋
の
時
代
に
は
、
既
に
歌
曲
と
し
て
の
伝
承
を
絶
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

今
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
「
怨
詩
行
」
は
、
西
晋
王
朝
の
宴
席
で
歌
わ
れ
て
い
た
楽
府
詩
「
為
君
既
不
易
」
と
そ
の
結
び
を
共
有
し
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
徒
詩
「
七
哀
詩
」
か
ら
歌
辞
へ
の
ア
レ
ン
ジ
に
伴
う
極
め
て
自
然
な
辞
句
増
補
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
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う
。
で
は
、
そ
れ
以
外
の
増
補
は
ど
う
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
二
章
に
渉
っ
て
、
迂
回
的
に
論
及
し

て
ゆ
く
。 

 

二
、
「
清
路
塵
」
か
ら
「
高
山
柏
」
へ 

  

晋
楽
所
奏
「
怨
詩
行
」
と
曹
植
「
七
哀
詩
」
と
を
比
較
し
た
と
き
、
そ
の
辞
句
の
違
い
で
最
も
強
い
違
和
感
を
惹
起
す
る
の
は
、
先
行

研
究
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
本
辞
九
句
目
の
「
清
路
塵
」
が
「
高
山
柏
」
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
辞
「
七

哀
詩
」
に
お
け
る
「
君
若
清
路
塵
、
妾
若
濁
水
泥
（
君
は
清
路
の
塵
の
若
く
、
妾
は
濁
水
の
泥
の
若
し
）
」
と
い
う
対
句
と
、
こ
れ
を
改
変

し
た
「
怨
詩
行
」
の
「
君
為
高
山
柏
、
妾
為
濁
水
泥
」
と
の
優
劣
に
つ
い
て
は
、
次
に
示
す
黄
節
の
論
評

 (

五)

に
述
べ
尽
く
さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

節
案
、
清
路
塵
与
濁
水
泥
是
一
物
、
浮
為
塵
、
沈
為
泥
。
故
下
云
浮
沈
異
勢
、
指
塵
泥
也
。
亦
喩
兄
弟
骨
肉
一
体
、
而
栄
枯
不
同
也
。

楽
府
改
作
高
山
柏
、
濁
水
泥
、
則
二
物
不
倫
、
未
喩
陳
思
意
矣
（
節
案
ず
る
に
、「
清
路
塵
」
と
「
濁
水
泥
」
と
は
是
れ
一
物
に
し
て
、

浮
け
ば
塵
と
為
り
、
沈
め
ば
泥
と
為
る
。
故
に
下
に
「
浮
沈
勢
を
異
に
す
」
と
云
ふ
は
、
塵
と
泥
と
を
指
す
な
り
。
亦
た
兄
弟
骨
肉

は
一
体
な
れ
ど
も
、
栄
枯
は
同
じ
か
ら
ざ
る
を
も
喩
ふ
る
な
り
。
楽
府
に
「
高
山
柏
」「
濁
水
泥
」
と
改
作
せ
る
は
、
則
ち
二
物
に
し

て

倫
と
も
が
ら

な
ら
ず
、
未
だ
陳
思
の
意
を
喩
へ
ず
）
。 

 

本
辞
「
七
哀
詩
」
は
、
同
じ
土
か
ら
生
じ
た
「
清
路
塵
」
と
「
濁
水
泥
」
と
を
対
比
さ
せ
、
こ
れ
を
「
浮
沈
各
異
勢
」
へ
と
直
結
さ
せ

る
。
と
こ
ろ
が
、
「
怨
詩
行
」
は
こ
の
自
然
な
流
れ
を
分
断
し
て
い
る
。
「
高
山
柏
」
と
「
濁
水
泥
」
と
で
は
対
句
の
体
を
為
さ
ず
、
下
文

の
「
浮
沈
各
異
路
」
と
も
う
ま
く
繋
が
ら
な
い
。
こ
の
不
協
和
音
を
解
消
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
「
怨
詩
行
」
は
「
君
為
高
山
柏
」
の
前
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に
「
念
君
過
於
渇
、
思
君
劇
於
饑
」
の
二
句
を
増
補
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
手
に
寄
せ
る
思
い
の
激
し
さ
を
飢
渇
に
喩
え
る
例
と

し
て
、
た
と
え
ば
『
文
選
』
巻
二
十
四
、
西
晋
の
陸
機
（
二
六
一
―
三
〇
三
）
の
「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」
其
二
に
、
「
願
保
金
石
躯
、
慰

妾
長
飢
渇
（
願
は
く
は
金
石
の
躯
を
保
ち
、
妾
が
長
き
飢
渇
を
慰
め
ん
こ
と
を
）
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
は
、
李
陵
「
贈
蘇
武
詩
」（
『
藝

文
類
聚
』
巻
二
十
九
）
に
い
う
「
思
得
瓊
樹
枝
、
以
解
長
渇
飢
（
思
ふ
ら
く
は
瓊
樹
の
枝
を
得
て
、
以
て
長
き
渇
飢
を
解
か
ん
こ
と
を
）
」

が
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
藝
文
類
聚
』
同
巻
所
収
の
他
の
李
陵
詩
に
も
、
「
願
得
萱
草
枝
、
以
解
飢
渇
情
（
願
は
く
は
萱
草
の

枝
を
得
て
、
以
て
飢
渇
の
情
を
解
か
ん
こ
と
を
）
」
と
い
う
類
似
句
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
贈
答
詩
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
表
現
は

常
套
的
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
文
脈
の
上
に
あ
る
「
饑
」
「
渇
」
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
「
念
君
」
「
思
君
」
と
畳

み
掛
け
る
二
句
の
先
導
に
よ
り
、
思
い
焦
が
れ
る
「
君
」
を
「
高
山
柏
」
だ
と
歌
う
句
の
登
場
は
自
然
に
感
じ
ら
れ
、
「
妾
為
濁
水
泥
」
と

の
不
整
合
も
目
立
た
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
奇
妙
な
対
句
と
「
沈
浮
各
異
路
」
と
の
間
に
は
、
吹
き
荒
ぶ
「
北
風
」
を
詠
ず
る
、
本

辞
に
は
無
か
っ
た
新
し
い
一
解
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
「
沈
浮
各
異
路
」
と
い
う
句
が
、
「
高
山
柏
」
と
「
濁
水
泥
」
と
の
一
対

を
直
接
的
に
受
け
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

「
怨
詩
行
」
に
お
け
る
こ
う
し
た
辞
句
の
増
補
は
、「
清
路
塵
」
を
「
高
山
柏
」
に
改
変
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
は
、
改
作
者
は
な
ぜ
敢
え
て
、「
高
山
柏
」
と
い
う
新
た
な
意
匠
を
こ
こ
に
持
ち
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
検
討
し
た
い

の
は
、
柏
と
い
う
樹
木
の
表
象
で
あ
る
。
柏
は
松
と
併
せ
て
、
た
と
え
ば
『
論
語
』
子
罕
篇
に
い
う
「
子
曰
、
歳
寒
、
然
後
知
松
柏
之
後

彫
也
（
子
曰
く
、
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の
彫し

ぼ

む
に
後
る
る
を
知
る
な
り
）
」（
『
荘
子
』
譲
王
篇
に
も
同
趣
旨
の
故
事
を
引
く
）
の

よ
う
に
、
苛
酷
な
環
境
に
も
屈
せ
ず
、
節
義
を
全
う
す
る
高
い
志
の
喩
え
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
、
後
漢
以
降
、
詩
歌
に
ひ
と

き
わ
多
く
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
永
遠
の
生
へ
の
憧
憬
を
込
め
て
陵
墓
に
植
え
ら
れ
た
常
緑
樹
の
松
柏
で
あ
る
。
今
、
時
代
順

に
代
表
的
な
事
例
を
挙
げ
て
い
こ
う

(

六)

。
ま
ず
後
漢
時
代
の
詩
歌
と
し
て
は

 (

七)

、『
文
選
』
巻
二
十
九
「
古
詩
十
九
首
」
か
ら
次
の
よ
う
な
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辞
句
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

青
青
陵
上
柏
、
磊
磊
礀
中
石
。
人
生
天
地
間
、
忽
如
遠
行
客
（
青
青
た
る
陵
上
の
柏
、
磊
磊
た
る
礀
中
の
石
。
人
は
天
地
の
間
に
生

ま
れ
て
、
忽
た
る
こ
と
遠
行
の
客
の
如
し
）
。
（
其
三
） 

駆
車
上
東
門
、
遥
望
郭
北
墓
。
白
楊
何
蕭
蕭
、
松
柏
夾
広
路
（
車
を
上
東
門
に
駆
り
て
、
遥
か
に
郭
北
の
墓
を
望
む
。
白
楊 

何
ぞ

蕭
蕭
た
る
、
松
柏 

広
き
路
を
夾
む
）
。
（
其
十
三
） 

出
郭
門
直
視
、
但
見
丘
与
墳
。
古
墓
犂
為
田
、
松
柏
摧
為
薪
（
郭
門
を
出
で
て
直
に
視
れ
ば
、
但
だ
丘
と
墳
と
を
見
る
の
み
。
古
墓

は
犂
か
れ
て
田
と
為
り
、
松
柏
は
摧
か
れ
て
薪
と
為
る
）
。
（
其
十
四
） 

ま
た
、
『
古
詩
紀
』
巻
十
所
収
「
古
詩
三
首
」
の
其
二
「
十
五
従
軍
征
」
に
も
、 

遙
望
是
君
家
、
松
柏
冢
累
累
（
遙
か
に
望
む
は
是
れ
君
が
家
、
松
柏 

冢
累
累
た
り
） 

と
い
っ
た
句
が
認
め
ら
れ
る
し
、『
玉
台
新
詠
』
巻
一
「
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作
」
に
も
、
墳
墓
に
松
柏
を
植
え
る
こ
と
が
次
の
よ
う
に
詠
じ

ら
れ
て
い
る
。 

両
家
求
合
葬
、
合
葬
華
山
傍
。
東
西
植
松
柏
、
左
右
植
梧
桐
（
両
家
は
合
葬
を
求
め
、
華
山
の
傍
に
合
葬
す
。
東
西
に
松
柏
を
植
ゑ
、

左
右
に
梧
桐
を
植
う
）
。 

こ
う
し
た
詩
想
は
、
続
く
三
国
魏
の
詩
人
た
ち
に
も
継
承
さ
れ
、
曹
植
の
「
寡
婦
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
三
、
謝
霊
運
「
廬
陵
王
墓
下
作

一
首
」
李
善
注
引
）
に
、 

高
墳
鬱
兮
巍
巍
、
松
柏
森
兮
成
行
（
高
き
墳
は
鬱
と
し
て
巍
巍
た
り
、
松
柏
は
森
と
し
て
行
を
成
す
）
、 

ま
た
、
阮
籍
（
二
一
〇
―
二
六
三
）
の
「
詠
懐
詩
」
其
十
七

 (

八)

（
『
文
選
』
巻
二
十
三
所
収
「
詠
懐
詩
十
七
首
」
で
は
其
六
）
に
、 

登
高
臨
四
野
、
北
望
青
山
阿
。
松
柏
翳
岡
岑
、
飛
鳥
鳴
相
過
（
高
き
に
登
り
て
四
野
に
臨
み
、
北
の
か
た
青
山
の
阿
を
望
む
。
松
柏
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は
岡
岑
を
翳
ひ
、
飛
鳥
は
鳴
き
て
相
過
ぐ
）
、 

同
「
詠
懐
詩
」
其
五
十
一
に
、 

朝
出
上
東
門
、
遙
望
首
陽
基
。
松
柏
鬱
森
沈
、
驪
黄
相
与
嬉
（
朝
に
上
東
門
を
出
で
、
遙
か
に
首
陽
の
基
を
望
む
。
松
柏
は
鬱
と
し

て
森
沈
た
り
、
驪
黄
は
相
与
に
嬉
し
む
） 

と
見
え
て
い
る
。
西
晋
王
朝
に
切
り
替
わ
っ
て
か
ら
も
同
様
で
、
た
と
え
ば
傅
玄
（
二
一
七
―
二
七
八
）
の
「
放
歌
行
」
（
『
楽
府
詩
集
』

巻
三
十
八
）
に
、 

丘
冢
如
履
綦
、
不
識
故
与
新
。
高
樹
来
悲
風
、
松
柏
垂
威
神
（
丘
冢
は
履
綦
の
如
く
、
故
と
新
と
を
識
せ
ず
。
高
樹
に
悲
風
来
た
り
、

松
柏
に
威
神
垂
る
）
、 

同
じ
く
傅
玄
の
「
挽
歌
」
（
『
北
堂
書
鈔
』
巻
九
十
二
）
に
、 

茫
茫
丘
墓
間
、
松
柏
鬱
参
差
（
茫
茫
た
り
丘
墓
の
間
、
松
柏
は
鬱
と
し
て
参
差
た
り
）
、 

や
や
下
っ
て
、
陸
機
の
「
門
有
車
馬
客
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
も
、 

墳
壟
日
月
多
、
松
柏
鬱
芒
芒
（
墳
壟 

日
月
多
く
、
松
柏 

鬱
と
し
て
芒
芒
た
り
） 

と
あ
る
。
陸
機
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
潘
岳
（
二
四
七
―
三
〇
〇
）
の
「
哀
詩
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
四
）
に
、
「
時
気
冒
崗
嶺
、
長
風
鼓

松
柏
（
時
気
は
崗
嶺
を
冒
し
、
長
風 

松
柏
を
鼓
す
）
」
と
詠
じ
る
の
も
、
そ
の
文
脈
か
ら
見
る
に
墳
墓
を
描
写
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
注
目
し
た
い
作
品
と
し
て
、
同
時
代
の
何
劭
（
二
三
六
―
三
〇
二
）
の
詩
に
は
、
「
怨
詩
行
」
と
同
じ
「
高
山
柏
」
と
い
う
辞
句

が
見
え
て
い
る
。
「
遊
仙
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
一
）
に
、 

青
青
陵
上
松
、
亭
亭
高
山
柏
（
青
青
た
る
陵
上
の
松
、
亭
亭
た
る
高
山
の
柏
） 

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
こ
に
い
う
「
高
山
柏
」
は
「
陵
上
松
」
と
対
句
を
為
し
て
い
る
だ
け
に
、
先
ほ
ど
用
例
を
列
記
し
た
よ
う
な
、
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墳
墓
に
植
え
ら
れ
る
常
緑
樹
と
し
て
の
柏
と
い
う
文
脈
で
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
た
だ
、
本
詩
は
遊
仙
詩
で
あ
っ
て
、
死
後
の
世
界

を
象
徴
す
る
陵
墓
と
は
関
係
性
が
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
何
劭
は
別
に
「
雑
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
の
中

で
も
、
神
仙
と
陵
墓
の
上
の
柏
と
を
次
の
よ
う
に
併
せ
て
詠
じ
て
い
る
。 

瞻
彼
陵
上
柏
、
想
与
神
人
遇
（
彼
の
陵
上
の
柏
を
瞻み

れ
ば
、
神
人
と
遇
は
ん
こ
と
を
想
ふ
）
。 

考
え
る
に
、
陵
墓
に
生
い
茂
る
常
緑
樹
の
柏
は
、
そ
の
表
象
に
お
い
て
永
遠
の
生
を
獲
得
し
た
神
仙
と
は
親
和
性
が
高
い
と
言
え
る
し
、

実
際
、
陵
墓
内
を
装
飾
す
る
画
像
石
に
は
し
ば
し
ば
昇
仙
の
図
が
描
か
れ
て
い
る

 (

九)

。
こ
う
し
て
み
る
と
、
何
劭
が
神
仙
と
併
せ
て
詠
ず

る
「
陵
上
柏
」
「
高
山
柏
」
は
、
前
述
の
よ
う
な
陵
墓
に
植
え
ら
れ
た
松
柏
と
同
系
統
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
何
劭
の
「
遊
仙
詩
」
と
同
じ
「
高
山
柏
」
を
登
場
さ
せ
る
の
が
、
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
「
怨
詩
行
」
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、

こ
の
楽
府
詩
は
死
者
の
世
界
に
触
れ
る
歌
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
魏
晋
の
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
松
柏
の
全
て
が
、
陵
墓
を
蔽
う
常
緑
樹
を

指
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
亭
亭
山
上
松
、
瑟
瑟
谷
中
風
（
亭
亭
た
る
山
上
の
松
、
瑟
瑟
た
る
谷
中
の
風
）
」
と
詠
い
起

こ
さ
れ
る
、
『
文
選
』
巻
二
十
三
、
魏
の
劉
楨
（
？
―
二
一
七
）
の
「
贈
従
弟
三
首
」
其
二
は
、
そ
の
結
句
「
豈
不
羅
凝
寒
、
松
柏
有
本
性

（
豈
に
凝
寒
を

羅
か
う
む

ら
ざ
ら
ん
や
、
松
柏
に
は
本
性
有
り
）
」
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
お
り
、
前
掲
の
『
論
語
』
や
『
荘
子
』
に
見
え
る

「
歳
寒
松
柏
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
も
の
だ
。
「
怨
詩
行
」
に
い
う
「
高
山
柏
」
も
ま
た
、
高
く
聳
え
る
山
に
屹
立
す
る
常
緑
樹
を
以
て
、

「
君
」
の
抜
き
ん
出
た
崇
高
さ
を
表
象
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
な
く
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、「
怨
詩
行
」
に
詠
わ
れ
た
高
山
の
柏

は
、
や
は
り
陵
墓
に
茂
る
柏
と
見
る
の
が
妥
当
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
理
由
を
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。 

 

三
、
「
西
南
風
」
か
ら
「
東
北
風
」
へ 
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第
一
章
で
原
文
を
示
し
た
と
お
り
、
「
怨
詩
行
」
は
、
本
辞
の
十
三
・
十
四
句
目
「
願
為
西
南
風
、
長
逝
入
君
懐
（
願
は
く
は
西
南
の
風

と
為
り
て
、
長
く
逝
き
て
君
が
懐
に
入
ら
ん
こ
と
を
）
」
を
、
「
願
作
東
北
風
、
吹
我
入
君
懐
」
と
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
目
を
引

く
の
は
、
ま
ず
、
風
の
吹
く
方
向
が
「
西
南
」
か
ら
「
東
北
」
へ
変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
風
そ
の
も
の
に
な
り
た
い
と
詠
ず

る
本
辞
が
、
風
に
吹
か
れ
て
貴
方
の
も
と
へ
飛
ん
で
ゆ
き
た
い
と
歌
い
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
改
変
は
何
故
に
為
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「
清
路
塵
」
か
ら
改
め
ら
れ
た
「
高
山
柏
」
は
、
死
者
の
眠
る
陵
墓
の
イ
メ
ー
ジ
を
纏
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、

高
山
の
柏
た
る
「
君
」
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。
先
述
の
と
お
り
、
こ
の
句
は
「
念
君
過
於
渇
、
思
君
劇
於
饑
」
と
い
う
対
句
に
先
導

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
両
句
の
よ
う
に
、
人
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
を
飢
渇
に
喩
え
る
例
は
、
先
に
挙
げ
た
作
品
の
み
な
ら

ず
、
実
は
他
な
ら
ぬ
曹
植
の
「
責
躬
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
）
に
も
、
そ
の
末
尾
に
次
の
と
お
り
見
え
て
い
る
。 

天
啓
其
衷 

得
会
京
畿 

 

天
は
其
の
衷
を
啓
き
、
京
畿
に
会
す
る
を
得
た
り
。 

遅
奉
聖
顔 

如
渇
如
飢 

 

聖
顔
を
奉
ぜ
ん
と
遅ね

が

ふ
こ
と
、
渇
す
る
が
如
く
飢
う
る
が
如
し
。 

心
之
云
慕 

愴
矣
其
悲 

 

心
の
云こ

こ

に
慕
ふ
、
愴い

た

み
て
其
れ
悲
し
む
。 

天
高
聴
卑 

皇
肯
照
微 

 

天
は
高
き
も
卑ひ

く

き
に
聴
く
、
皇
は
微い

や

し
き
を
照
ら
す
肯べ

し
。 

こ
こ
に
い
う
「
如
渇
如
飢
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
は
、
『
毛
詩
』
小
雅
「
采
薇
」
に
い
う
「
行
道
遅
遅
、
載
渇
載
飢
（
道
を
行
く
こ
と
遅
遅

た
り
、
載
ち
渇
し
載
ち
飢
う
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
が
、
そ
れ
は
表
現
上
『
詩
経
』
を
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
こ
は
明
ら
か
に
、
皇
帝
で
あ
る
兄
曹
丕
と
の
面
会
を
待
ち
焦
が
れ
る
心
境
を
喩
え
る
だ
ろ
う
。『
三
国
志
』
巻
十
九
・
陳
思
王
植
伝

に
よ
る
と
、
「
責
躬
詩
」
は
黄
初
四
年
（
二
二
三
）
、
雍
丘
王
に
遷
さ
れ
た
曹
植
が
、
都
洛
陽
に
参
内
し
、
文
帝
曹
丕
に
謁
見
し
た
い
と
望

み
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
な
か
な
か
叶
え
ら
れ
な
い
状
況
の
中
で
奉
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
ち
な
み
に
、『
詩
経
』
の
辞
句
を
換
骨
奪
胎
し
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た
こ
の
曹
植
の
表
現
は
、
李
善
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
隣
接
す
る
魏
晋
交
替
期
を
生
き
た
嵆
康
（
二
二
四
―
二
六
三
）
の
、
兄
を
見
送
る

「
贈
秀
才
入
軍
五
首
」
の
其
三
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
）
に
、
「
思
我
良
朋
、
如
渇
如
飢
（
我
が
良
朋
を
思
ふ
こ
と
、
渇
す
る
が
如
く
飢
う

る
が
如
し
）
」
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
曹
植
の
作
品
は
、
彼
の
没
後
、
魏
の
明
帝
の
景
初
年
間
（
二
三
七
―
二
三
九
）
に
下
さ
れ
た
詔
に
よ

っ
て
、
過
去
の
「
過
失
」
が
許
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
賦
・
頌
・
詩
・
銘
・
雑
論
、
凡
そ
百
餘
篇
が
撰
録
さ
れ
、
内
外
に
副
蔵
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
（
『
三
国
志
』
陳
思
王
植
伝
）
。
嵆
康
の
こ
の
辞
句
は
、
彼
が
曹
植
の
「
責
躬
詩
」
に
出
会
い
、
そ
の
内
容
と
表
現
と
を
深

く
受
け
と
め
て
い
た
証
し
だ
ろ
う
。
曹
植
の
「
七
哀
詩
」
を
「
怨
詩
行
」
に
改
作
し
た
者
も
ま
た
、
こ
の
「
責
躬
詩
」
の
背
景
を
熟
知
し

た
上
で
、
そ
の
特
徴
的
な
表
現
を
用
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
怨
詩
行
」
に
お
い
て
「
妾
」
が
飢
渇
よ
り
も
強
く
思
慕
し
た
「
君
」
と
は
、
曹
植
の
兄
曹

丕
で
あ
り
、
こ
の
「
念
君
過
於
渇
、
思
君
劇
於
饑
」
と
い
う
二
句
を
直
に
受
け
て
「
高
山
柏
」
と
な
っ
た
と
歌
わ
れ
る
「
君
」
も
ま
た
、

曹
丕
そ
の
人
を
指
す
語
と
し
て
構
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
高
山
の
柏
と
は
、
当
時
に
お
け
る
柏
の
表
象
か
ら

見
て
、
今
は
無
き
そ
の
人
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
「
君
」
の
愛
を
渇
望
す
る
「
妾
」
は
、
「
高
山
柏
」
に
比
し
て

「
濁
水
泥
」
で
あ
る
と
歌
わ
れ
る
。
こ
れ
は
理
の
帰
す
る
と
こ
ろ
、
曹
植
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
怨
詩
行
」
の

成
立
当
時
、
す
で
に
曹
丕
も
曹
植
も
こ
の
世
に
は
い
な
い
人
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
こ
の
詩
は
全
体
と
し
て
、
兄
へ
の
満
た
さ
れ
ぬ
思

い
を
抱
い
て
さ
ま
よ
う
曹
植
の
魂
を
詠
じ
た
歌
だ
と
解
釈
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
突
飛
な
空
想
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
あ
な
が
ち
そ

う
と
も
言
い
切
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
曹
丕
と
曹
植
が
葬
ら
れ
た
場
所
を
確
認
し
よ
う
。『
三
国
志
』
巻
二
・
文
帝
紀
に
よ
る
と
、
曹
丕
は
黄
初
七
年
夏
五
月
丁
巳
（
十

七
日
）
、
洛
陽
宮
の
嘉
福
殿
で
崩
御
し
、
翌
六
月
戊
寅
（
九
日
）
、
首
陽
陵
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
。
首
陽
陵
は
、
洛
陽
の
東
の
郊
外
、
今
の

河
南
省
偃
師
県
の
西
北
、
首
陽
山
の
南
麓
に
位
置
し
て
い
る
。
一
方
、
曹
植
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
『
三
国
志
』
陳
思
王
植
伝
に
、
「
初
、
植



13 

 

登
魚
山
、
臨
東
阿
、
喟
然
有
終
焉
之
心
、
遂
営
為
墓
（
初
め
、
植
は
魚
山
に
登
り
、
東
阿
に
臨
ん
で
、
喟
然
と
し
て
焉
に
終
は
ら
ん
の
心

有
り
、
遂
に
営
み
て
墓
を
為
す
）
」
と
あ
り
、
彼
が
最
晩
年
に
封
ぜ
ら
れ
た
東
阿
、
今
の
山
東
省
東
阿
県
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
殯
か
ら
埋
葬
に
至
る
ま
で
、
全
て
葬
礼
の
規
定
ど
お
り
に
執
り
行
わ
れ
た
文
帝
曹
丕
（
前
掲
文
帝
紀
）
と
は
対
照
的
に
、
曹
植
は

遺
言
に
よ
り
薄
葬
で
あ
っ
た
と
い
う
（
同
陳
思
王
植
伝
）
。
曹
丕
が
眠
る
首
陽
陵
に
は
、
当
時
の
慣
習
に
よ
り
立
派
な
松
柏
が
植
え
ら
れ
て

い
た
だ
ろ
う
。
他
方
、
曹
植
が
葬
ら
れ
た
東
阿
と
い
う
土
地
は
、
そ
の
す
ぐ
側
、
東
に
対
面
す
る
魚
山
と
の
間
に
瓠
子
河
が
流
れ
て
い
る
。

瓠
子
河
は
、
前
漢
武
帝
期
、
黄
河
が
決
壊
し
て
度
重
な
る
水
害
を
生
じ
た
場
所
で
あ
り
（
『
漢
書
』
巻
二
十
九
・
溝
洫
志
）
、
も
し
か
し
た

ら
曹
植
の
詠
じ
た
「
濁
水
泥
」
も
、
そ
う
し
た
土
地
柄
が
喚
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
か
た
ち
に
し
た
語
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
双
方
の
位
置
関
係
を
見
て
み
る
と
、
東
阿
は
ま
さ
し
く
首
陽
陵
の
東
北
に
位
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
怨
詩
行
」
に
い
う

「
東
北
風
」
は
、
「
濁
水
泥
」
た
る
曹
植
の
墓
か
ら
、
「
高
山
柏
」
に
表
象
さ
れ
る
曹
丕
の
陵
に
向
け
て
吹
く
風
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
本

辞
の
「
西
南
風
」
を
、
「
怨
詩
行
」
が
敢
え
て
「
東
北
風
」
と
改
変
し
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

第
二
に
、
こ
の
東
北
か
ら
吹
く
風
は
、
「
我
を
吹
き
て
君
が
懐
に
入
ら
し
め
ん
こ
と
を
」
願
わ
れ
て
い
た
が
、
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、

本
辞
で
は
、
自
ら
が
風
と
な
っ
て
君
の
懐
に
入
り
た
い
と
詠
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
変
は
な
ぜ
為
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、「
吹
我
入
○
○
」
と
い
う
特
徴
的
な
措
辞
を
含
む
、
曹
植
の
代
表
作
「
吁
嗟
篇
」
と
い
う
楽
府
詩
の
存
在
で
あ

る
。
今
、
『
三
国
志
』
陳
思
王
植
伝
の
裴
松
之
注
に
引
く
と
こ
ろ
に
拠
っ
て
、
そ
の
全
文
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

吁
嗟
此
転
蓬 

居
世
何
独
然 

 

吁
嗟

あ

あ 

此
の
転
蓬
、
世
に
居
る
に
何
ぞ
独
り
然
る
や
。 

長
去
本
根
逝 

夙
夜
無
休
間 

 

長
く
本
根
を
去
り
て
逝
き
、
夙
夜 

休
間
す
る
無
し
。 

東
西
経
七
陌 

南
北
越
九
阡 

 

東
西 

七
陌
を
経
、
南
北 

九
阡
を
越
ゆ
。 

卒
遇
回
風
起 

吹
我
入
雲
間 

 

卒に

は

か
に
回
風
の
起
こ
る
に
遇
ひ
、
我
を
吹
き
て
雲
間
に
入
ら
し
む
。 
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自
謂
終
天
路 

忽
焉
下
沈
淵 

 

自
ら
天
路
を
終
へ
ん
と
謂お

も

ひ
し
に
、
忽
焉
と
し
て
沈
淵
に
下
る
。 

驚
飇
接
我
出 

故
帰
彼
中
田 

 

驚
飆 

我
を
接む

か

へ
て
出
だ
し
、

故
こ
と
さ
ら

に
彼
の
中
田
に
帰
す
。 

当
南
而
更
北 

謂
東
而
反
西 

 

当
に
南
す
べ
き
に
更
に
北
し
、
東
せ
ん
と
謂
へ
ば
反
っ
て
西
す
。 

宕
宕
当
何
依 

忽
亡
而
復
存 

 

宕
宕
と
し
て
当は

た
何
に
か
依
る
べ
き
、
忽
ち
亡
び
ん
と
し
て
復
た
存
す
。 

飄
颻
周
八
沢 

連
翩
歴
五
山 

 

飄
颻
と
し
て
八
沢
を
周
り
、
連
翩
と
し
て
五
山
を
歴
た
り
。 

流
転
無
恒
処 
誰
知
吾
苦
艱 

 

流
転
し
て
恒
な
る
処
無
し
、
誰
か
吾
が
苦
艱
を
知
ら
ん
や
。 

願
為
中
林
草 

秋
随
野
火
燔 

 

願
は
く
は 

中
林
の
草
と
為
り
、
秋 

野
火
に
随
ひ
て
燔や

か
れ
ん
こ
と
を
。 

糜
滅
豈
不
痛 

願
与
根
荄
連 

 

糜
滅
す
る
は
豈
に
痛
ま
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
願
は
く
は
根
荄
と
連
な
ら
ん
こ
と
を
。 

こ
こ
に
歌
わ
れ
た
、
つ
む
じ
風
が
私
を
雲
の
中
に
吹
き
入
れ
る
と
い
う
発
想
は
、『
文
選
』
巻
二
十
九
所
収
の
曹
植
「
雑
詩
六
首
」
其
二
に

も
、 

転
蓬
離
本
根
、
飄
颻
随
長
風 

 

転
蓬 
本
根
を
離
れ
、
飄
颻
と
し
て
長
風
に
随
ふ
。 

何
意
迴
飈
挙
、
吹
我
入
雲
中 

 

何
ぞ
意お

も

は
ん 

迴
飈
の
挙
が
り
、
我
を
吹
き
て
雲
中
に
入
ら
し
む
る
と
は
。 

と
見
え
て
い
る
。
他
者
の
思
惑
に
よ
っ
て
そ
の
身
を
翻
弄
さ
れ
続
け
る
境
遇
を
、
風
に
吹
か
れ
る
が
ま
ま
に
転
が
り
続
け
る
蓬
に
喩
え
た

こ
れ
ら
の
詩
に
、
揃
っ
て
「
吹
我
入
○
○
」
と
い
う
措
辞
は
現
れ
る
。
「
怨
詩
行
」
に
お
け
る
「
風
」
の
改
変
の
二
つ
目
は
、
こ
の
曹
植
詩

に
特
徴
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

「
怨
詩
行
」
に
お
け
る
「
吁
嗟
篇
」
の
影
響
は
、
本
辞
か
ら
増
補
さ
れ
た
第
二
十
四
句
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
直
前
の

第
二
十
三
句
「
恩
情
中
道
絶
」
は
、
前
漢
の
班
婕
妤
「
怨
歌
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）
の
一
句
を
ま
る
ご
と
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る

が

 (

一
〇)

、
こ
れ
を
受
け
る
「
流
止
任
東
西
」
は
、
「
吁
嗟
篇
」
に
歌
わ
れ
た
「
転
蓬
」
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。
「
流
止
」
は
、
「
行
止
」
「
進
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止
」
「
逝
止
」
と
い
っ
た
語
句
と
類
似
す
る
構
成
を
取
り
、
流
れ
た
り
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
を
言
う
だ
ろ
う

 (

一
一)

。
そ
し
て
、
こ
れ
に
続

く
「
任
東
西
」
は
、
自
身
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、
東
へ
西
へ
と
命
ぜ
ら
れ
る
ま
ま
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
境
遇
を
言
う
だ
ろ
う
。
結
実
し

な
い
情
愛
を
仮
想
し
、
余
白
を
残
し
た
ま
ま
収
束
す
る
本
辞
に
対
し
て
、「
怨
詩
行
」
で
は
こ
の
と
お
り
、「
君
」
の
恩
愛
を
絶
た
れ
た
「
妾
」

は
、
転
蓬
さ
な
が
ら
に
当
て
所
な
く
さ
ま
よ
う
で
あ
ろ
う
と
歌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
前
の
曹
植
が
転
蓬
に
託
し
て
詠
じ
た
彼

自
身
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、「
怨
詩
行
」
の
改
作
者
が
想
い
描
い
た
、
今
は
亡
き
曹
植
の
浮
遊
す
る
魂
の
あ
り
様
で
は
な
か
っ

た
か
。 

 

「
怨
詩
行
」
に
お
い
て
、
「
西
南
風
」
は
「
東
北
風
」
と
な
り
、
ま
た
そ
の
風
は
、
自
身
が
為
り
変
わ
り
た
い
も
の
か
ら
、
自
ら
を
吹
い

て
連
れ
去
る
も
の
へ
と
組
み
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
一
見
不
可
解
な
改
変
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
兄
曹
丕
へ
の
満
た
さ
れ
ぬ
思
い
を
抱
い

た
ま
ま
、
そ
の
死
後
も
彷
徨
す
る
曹
植
の
魂
へ
の
想
い
で
あ
る
。
想
い
起
こ
し
、
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
今
は
亡
き
そ
の
人
の

魂
を
慰
め
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
る
ま
い
。 

 

四
、
鎮
魂
歌
と
し
て
の
「
怨
詩
行
」 

  

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
晋
楽
所
奏
「
怨
詩
行
」
は
、
魏
の
悲
劇
的
王
族
、
曹
植
に
対
す
る
鎮
魂
歌
な
の
で
は
な
い
か
と
の
推
定
に

至
っ
た
。
た
だ
、
華
や
か
な
宮
中
の
宴
で
、
こ
の
よ
う
な
歌
辞
を
演
奏
す
る
こ
と
は
不
吉
と
捉
え
ら
れ
な
い
か
。
こ
う
し
た
疑
問
は
当
然

起
こ
り
得
よ
う
。
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
幾
つ
か
の
反
証
を
以
て
応
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

 

そ
の
端
的
な
事
例
と
し
て
、
同
じ
く
『
宋
書
』
楽
志
三
に
収
録
さ
れ
た
「
清
商
三
調
」
の
「
平
調
」
よ
り
、
文
帝
曹
丕
に
よ
る
「
短
歌

行
・
仰
瞻
」
を
第
一
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
楽
府
詩
は
そ
の
第
一
解
に
、 
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仰
瞻
帷
幕 

俯
察
几
筵 

 

仰
ぎ
て
は
帷
幕
を
瞻み

あ
げ
、
俯
し
て
は
几
筵
を
察み

る
。 

其
物
如
故 

其
人
不
存 

 

其
の
物
は
故
の
如
く
あ
れ
ど
、
其
の
人
は
存
せ
ず
。 

と
歌
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
父
曹
操
の
死
を
悼
み
、
残
さ
れ
た
子
と
し
て
の
悲
嘆
を
縷
々
詠
ず
る
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
歌

辞
に
つ
い
て
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
十
「
短
歌
行
」
の
項
に
引
く
『
古
今
楽
録
』
に
は
、 

王
僧
虔
技
録
云
、
短
歌
行
仰
瞻
一
曲
、
魏
氏
遺
令
、
使
節
朔
奏
楽
。
魏
文
製
此
辞
、
自
撫
筝
和
歌
。
歌
者
云
貴
官
弾
筝
、
貴
官
即
魏

文
也
。
此
曲
声
制
最
美
、
辞
不
可
入
宴
楽
（
王
僧
虔
の
「
技
録
」
に
云
ふ
、
「
短
歌
行
・
仰
瞻
」
の
一
曲
は
、
魏
氏
の
遺
令
に
、
節
朔

に
楽
を
奏
せ
し
め
よ
、
と
。
魏
文 

此
の
辞
を
製つ

く

り
、
自
ら
筝
を
撫
し
て
歌
に
和
す
。
歌
ふ
者
は
「
貴
官
筝
を
弾
ず
」
と
云
ふ
、
貴

官
と
は
即
ち
魏
文
な
り
。
此
の
曲 

声
制
は
最
も
美
な
る
も
、
辞
は
宴
楽
に
入
る
可
か
ら
ず
）
。 

と
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
魏
王
朝
の
遺
令

 (

一
二)

に
よ
り
、
節
句
や
毎
月
一
日
が
巡
り
来
る
毎
に
演
奏
す
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
た
、
魏
の
文
帝
曹
丕
に
よ
る
武
帝
曹
操
へ
の
追
悼
歌
「
短
歌
行
・
仰
瞻
」
は
、
劉
宋
の
王
僧
虔
が
「
技
録
」
（
『
楽
府
詩
集
』
巻

三
十
に
引
く
「
大
明
三
年
宴
楽
技
録
」
を
い
う
）
を
撰
し
た
時
点
（
四
五
九
）
で
、
す
で
に
そ
の
歌
辞
が
宴
楽
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
だ
が
、
西
晋
（
二
六
五
―
三
一
六
）
当
時
に
お
い
て
は
、
紛
れ
も
な
く
宮
廷
音
楽
「
清
商
三
調
」
の

一
曲
と
し
て
こ
の
楽
府
詩
は
歌
唱
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

同
様
な
事
例
と
し
て
、
「
清
商
三
調
」
の
「
清
調
」
に
属
す
る
、
明
帝
曹
叡
に
よ
る
「
苦
寒
行
・
悠
悠
」
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ

の
歌
辞
は
、
結
び
の
第
五
解
に
、 

雖
有
呉
蜀
寇 

春
秋
足
耀
兵 

 

呉
蜀
の
寇
有
り
と
雖
も
、
春
秋 
兵
を
耀
か
す
に
足
る
。 

徒
悲
我
皇
祖 

不
永
享
百
齢 

 

徒た

だ
悲
し
む 

我
が
皇
祖
の
、
永
く
百
齢
を
享
け
ざ
る
を
。 

賦
詩
以
写
懐 

伏
軾
涙
霑
纓 

 

詩
を
賦
し
て
以
て
懐
ひ
を
写
し
、
軾
に
伏
し
て
涙
は
纓
を
霑
す
。 
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と
詠
ず
る
よ
う
に
、
曹
叡
が
今
は
亡
き
そ
の
祖
父
曹
操
を
追
慕
し
て
悲
嘆
に
暮
れ
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
楽
府
詩
は
一
種
の
従
軍
歌
で
あ
っ

て
、
直
接
的
に
死
者
を
弔
う
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
宴
と
い
う
場
に
死
者
を
追
想
し
て
の
悲
し
み
を
持
ち
込
む
と
い
う
点
で
は
、
前

掲
の
「
短
歌
行
・
仰
瞻
」
と
同
様
だ
と
言
え
よ
う
。
更
に
言
え
ば
、
現
代
の
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
内
容
の
歌
辞

が
宴
の
楽
曲
と
し
て
演
奏
さ
れ
て
い
た
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
よ
う
な
も
の
も
晋
楽
所
奏
の
歌
辞
の
中
に
は
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、

同
じ
「
清
調
」
の
「
塘
上
行
・
蒲
生
」 (

一
三)

は
、
讒
言
に
よ
っ
て
夫
君
と
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
女
性
の
絶
望
を
、
ま
た
「
大
曲
」
古
詞

「
東
門
行
」
は
、
生
活
苦
か
ら
剣
を
抜
い
て
出
て
行
こ
う
と
す
る
男
と
、
取
り
す
が
っ
て
泣
く
妻
子
を
詠
じ
て
い
る
。
不
吉
で
あ
り
、
悲

惨
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
が
西
晋
王
朝
の
宮
廷
歌
曲
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
み
る
と
、
晋
楽
所
奏
の
「
怨
詩
行
」
が
鎮
魂
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
そ
れ
自
体
に
は
、
特
に
こ
れ
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
根
拠
は

な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
思
え
ば
、
漢
代
の
宴
席
を
舞
台
に
生
成
展
開
し
て
き
た
五
言
の
詩
歌
に
は
、
悲
し
み
を
基
調
と
す
る
も
の
、

死
者
の
住
む
世
界
に
触
れ
る
も
の
が
極
め
て
多
い
。
宴
席
と
悲
し
み
と
は
決
し
て
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
悲
し
み
の
感
情

は
、
人
々
の
情
感
を
ひ
と
つ
に
結
わ
え
る
も
の
と
し
て
、
宴
と
い
う
場
と
の
間
に
高
い
親
和
性
を
持
つ
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
宮
廷
に
お
い
て
鎮
魂
歌
を
演
奏
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
漢
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
跡
付
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
『
宋
書
』
楽
志
三
は
、
「
清
商
三
調
」
の
「
平
調
」
「
清
調
」
「
瑟
調
」
の
歌
辞
群
、
及
び
「
大
曲
」
十
五
篇
、

「
楚
調
・
怨
詩
行
」
を
、
魏
王
朝
で
演
奏
さ
れ
た
「
相
和
」
諸
篇
の
直
後
に
続
け
て
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
六
、

三
十
、
三
十
三
、
三
十
六
、
四
十
一
に
引
く
『
古
今
楽
録
』
に
よ
れ
ば
、
「
相
和
」
「
平
調
曲
」
「
清
調
曲
」
「
瑟
調
曲
」
「
楚
調
曲
」
の
演
奏

に
お
け
る
使
用
楽
器
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
宋
書
』
楽
志
に
録
す
る
「
相
和
」
諸
篇
と
「
清
商

三
調
」
以
下
の
歌
辞
群
と
の
間
に
は
、
魏
晋
各
王
朝
の
宮
廷
音
楽
と
し
て
緊
密
な
連
続
性
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、

「
相
和
」
諸
曲
は
魏
王
朝
に
至
っ
て
俄
か
に
集
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
後
漢
時
代
に
お
い
て
は
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
為
す



18 

 

歌
曲
群
と
し
て
、
王
朝
の
内
外
で
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
の
が
魏
の
「
相
和
」
諸
篇
と
見
る
の
が
妥
当
で

あ
る

(

一
四)

。
そ
の
「
相
和
」
の
中
に
、
明
ら
か
に
死
者
へ
の
鎮
魂
の
意
味
を
持
つ
と
判
断
さ
れ
る
漢
代
の
歌
曲
が
複
数
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
鶏
鳴
」
「
平
陵
東
」
、
及
び
魏
の
武
帝
に
よ
っ
て
詞
が
改
作
さ
れ
た
「
薤
露
」
「
蒿
里
」
が
そ
れ
で
あ
る

(

一
五)

。
も
ち
ろ
ん
「
相

和
」
の
す
べ
て
が
鎮
魂
歌
で
あ
る
と
言
う
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
仙
界
を
詠
じ
た
歌
、
素
朴
な
民
間
歌
謡
、
は
た
ま
た
従
軍
の
歌
等
々
、

多
彩
な
内
容
の
歌
辞
か
ら
成
る
「
相
和
」
の
中
に
、
王
朝
草
創
の
犠
牲
者
と
も
言
え
る
人
物
た
ち
を
弔
う
、
上
述
の
よ
う
な
歌
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
西
晋
王
朝
の
い
わ
ゆ
る
「
清
商
三
調
」
は
、
こ
う
し
た
「
相
和
」
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
『
宋
書
』
楽
志
三
は
、
「
清
商
三
調
歌
詩
」
と
い
う
語
の
下
に
「
荀
勗
撰
旧
詞
施
用
者
（
荀
勗
が
旧
詞
を
撰
し
て
施
用
せ
る
者
な

り
）
」
と
の
説
明
を
記
し
て
い
る
。
荀
勗
は
、
西
晋
の
武
帝
の
泰
始
五
年
（
二
六
九
）
、
中
書
監
と
し
て
、
太
僕
の
傅
玄
、
黄
門
侍
郎
の
張

華
ら
と
共
に
「
正
旦
の
行
礼
、
及
び
王
公
が
上
寿
酒
、
食
挙
楽
の
歌
詩
」
を
作
り
、
ま
た
、
同
九
年
（
二
七
三
）
に
は
音
楽
全
般
の
こ
と

を
司
り
、
郭
瓊
や
宋
識
ら
に
作
ら
せ
た
「
正
徳
」「
大
豫
」
の
舞
に
対
し
て
、
傅
玄
、
張
華
ら
と
共
に
歌
詩
を
制
作
し
た
と
い
う
人
物
で
あ

る
（
『
宋
書
』
楽
志
一
）
。
そ
ん
な
荀
勗
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
両
漢
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
、
直
前
の
魏
王
朝
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
て
い
た
「
相

和
」
の
歴
史
的
意
味
は
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
彼
が
選
ん
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
歌
辞
の
中
に
、
両
漢
王
朝
以
来
の
鎮
魂
歌

の
系
譜
に
連
な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。 

 

た
だ
、
こ
こ
で
一
つ
不
確
か
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
荀
勗
の
撰
し
た
の
は
狭
義
の
「
清
商
三
調
」
す
な
わ
ち
「
平
調
」「
清
調
」「
瑟

調
」
の
み
な
の
か
、
そ
れ
と
も
広
義
の
「
清
商
三
調
」
、
す
な
わ
ち
『
宋
書
』
楽
志
三
が
「
瑟
調
」
に
続
け
て
収
録
す
る
「
大
曲
」「
楚
調
」

を
も
含
ん
で
言
う
の
か
、
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
後
者
の
立
場
を
取
る
。
そ
の
理
由
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
よ
う
。
ま

ず
、
荀
勗
が
編
成
し
た
楽
曲
の
中
に
「
楚
調
」
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
も
言
及
し
た
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
一
、
楚
調
曲
上
、

「
怨
詩
行
」
の
項
で
、
『
古
今
楽
録
』
に
引
く
王
僧
虔
「
技
録
」
が
「
荀
録
所
載
古
『
為
君
』
一
篇
、
今
不
伝
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
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明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
『
宋
書
』
は
な
ぜ
「
三
調
」
と
し
か
言
わ
な
い
の
か
。
案
ず
る
に
、
『
文
選
』
巻
二
十
八
、
謝
霊
運
「
会
吟
行
」

の
李
善
注
に
引
く
沈
約
『
宋
書
』
に
「
第
一
に
平
調
、
第
二
に
清
調
、
第
三
に
瑟
調
、
第
四
に
楚
調
、
第
五
に
側
調
な
り
。
然
し
て
今
の

三
調
は
、
蓋
し
清
・
平
・
側
な
り
」
と
あ
る
と
お
り
、
元
来
こ
の
系
統
の
曲
調
に
は
五
種
類
が
存
在
し
た
ら
し
い
。
だ
が
、
『
宋
書
』
楽
志

が
成
っ
た
南
朝
梁
の
初
め
頃
に
は
、
三
調
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
楽
志
一
で
は
「
三

調
」
と
の
み
言
う
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
徒
歌
か
ら
展
開
し
て
楽
器
の
伴
奏
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
た
種
類
の
楽
府
詩
と
は
区
別
し

て
、
「
又
有
因
弦
管
金
石
、
造
哥
以
被
之
、
魏
世
三
調
哥
詞
之
類
、
是
也
（
（
又
弦
管
金
石
に
因
り
て
、
哥
を
造
り
て
以
て
之
に
被
ら
し
む

る
も
の
有
り
。
魏
の
世
の
三
調
の
哥
詞
の
類
、
是
な
り
）
」
と
い
い
、
ま
た
、
劉
宋
の
順
帝
の
昇
明
二
年
（
四
七
八
）
、
尚
書
令
の
王
僧
虔

が
鞞
舞
・
払
舞
の
上
演
に
つ
い
て
上
表
し
た
こ
と
に
付
し
て
、
「
并
論
三
調
哥
曰
（
并
び
に
三
調
の
哥
を
論
じ
て
曰
く
）
」
と
記
し
て
い
る

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
上
表
文
の
中
に
、「
又
今
之
清
商
、
実
由
銅
雀
。
魏
氏
三
祖
、
風
流
可
懐
（
又
今
の
清
商
は
、
実
に
銅
雀
に
由
る
。

魏
氏
の
三
祖
、
風
流
懐
ふ
可
し
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
清
商
」
や
、
前
掲
の
地
の
文
に
見
え
て
い
た
「
三
調
」
は
、

恐
ら
く
は
当
時
に
お
け
る
通
称
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
清
商
三
調
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
語
を
合
わ
せ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

以
上
を
要
す
る
に
、
西
晋
の
荀
勗
が
、
漢
魏
の
旧
歌
辞
か
ら
選
び
取
り
、
宮
中
で
の
宴
楽
に
施
用
し
た
の
は
、『
宋
書
』
楽
志
三
所
収
の

「
平
調
」
「
清
調
」
「
瑟
調
」
、
及
び
「
大
曲
」
「
楚
調
」
の
全
て
に
及
ぶ
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
荀
勗
の
取
捨
選

択
が
働
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
楽
府
詩
集
』
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
辞
が
『
宋
書
』
の
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
い
こ
と
、
ま

た
、
『
宋
書
』
に
お
け
る
歌
辞
の
選
択
や
配
列
に
あ
る
種
の
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
跡
付
け
ら
れ
よ
う
。 

 

五
、
結
び
に
代
え
て
―
荀
勗
と
「
怨
詩
行
」
― 
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以
上
の
考
察
が
そ
れ
ほ
ど
的
外
れ
で
な
い
な
ら
ば
、
荀
勗
が
西
晋
王
朝
の
た
め
に
選
ん
だ
旧
歌
辞
の
中
に
、
魏
の
悲
劇
的
王
族
、
曹
植

の
魂
を
慰
め
る
歌
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
曹
植
「
七
哀
詩
」
を
「
怨
詩
行
」
に
組
み
替
え
た
の
が
、
荀
勗
そ
の
人
か
ど

う
か
は
不
分
明
な
が
ら
、
こ
の
鎮
魂
の
歌
辞
を
彼
が
選
ん
だ
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
だ
と
い
う
結
論
に
な
ろ
う
。
と
な
る
と
、
こ
こ
に
興
味
深

い
歴
史
事
実
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
夙
に
前
掲
の
矢
田
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
曹
植
と
そ
の
兄
曹
丕
と
の
不
和
に
重
な
り

合
う
、
西
晋
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
武
帝
司
馬
炎
と
、
そ
の
同
母
弟
司
馬
攸
と
の
悲
劇
で
あ
る
。
し
か
も
、
司
馬
炎
が
そ
の
弟
を
追
い
や
っ

た
経
緯
に
深
く
関
与
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
荀
勗
そ
の
人
な
の
で
あ
る

(

一
六)

。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

荀
勗
は
、
後
漢
末
を
代
表
す
る
清
流
士
大
夫
、
荀
爽
（
一
二
八
―
一
九
〇
）
を
曽
祖
父
に
も
ち
、
そ
の
一
族
に
は
、
魏
王
朝
の
草
創
期
、

曹
操
の
片
腕
と
し
て
尽
力
し
た
荀
彧
や
、
謀
臣
荀
攸
が
い
る
。
ち
な
み
に
、
荀
彧
の
長
子
荀
惲
は
、
曹
植
と
親
し
か
っ
た
た
め
に
文
帝
曹

丕
か
ら
深
く
恨
ま
れ
た
と
い
う
（
『
三
国
志
』
巻
十
・
荀
彧
伝
）
。
と
こ
ろ
が
、
魏
か
ら
下
っ
て
西
晋
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
幾
重
に
も
結

び
合
わ
さ
れ
て
い
た
魏
の
宗
室
曹
氏
と
の
関
係
を
断
ち
切
っ
て
、
荀
氏
一
族
は
新
興
勢
力
の
司
馬
氏
側
に
す
り
寄
り
、
貴
族
社
会
で
の
地

歩
を
固
め
て
い
く

(

一
七)

。
荀
勗
は
そ
の
代
表
格
で
あ
っ
て
、
『
晋
書
』
を
縦
覧
す
る
と
、
音
楽
を
司
り
、
音
律
を
定
め
る
学
者
然
と
し
た
彼

の
姿
が
散
見
す
る
一
方
で
、
そ
の
権
力
者
へ
の
阿
諛
追
従
ぶ
り
を
伝
え
る
記
述
の
多
さ
が
目
に
付
く
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
名
望
高
き

斉
王
司
馬
攸
を
、
皇
太
子
司
馬
衷
（
後
の
恵
帝
）
を
脅
か
す
存
在
と
捉
え
、
武
帝
司
馬
炎
に
そ
れ
と
な
く
吹
き
込
ん
で
、
太
康
三
年
（
二

八
二
）
、
彼
を
青
州
へ
の
帰
藩
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ん
だ
一
件
（
『
晋
書
』
巻
三
十
八
・
司
馬
攸
伝
ほ
か
）
で
あ
ろ
う
。
本
伝
に
よ
る
と
、

司
馬
攸
は
憤
怒
の
あ
ま
り
そ
の
翌
年
に
没
し
、
司
馬
炎
は
弟
の
死
を
ひ
ど
く
悲
し
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
の
張
本
人
で
あ
る

荀
勗
は
、
朝
廷
の
中
枢
か
ら
尚
書
令
に
移
さ
れ
て
、
晩
年
の
数
年
間
を
鬱
屈
し
た
心
持
で
過
ご
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
同
巻
三
十
九
・

荀
勗
伝
）
。 

 

こ
の
よ
う
な
生
涯
の
中
で
、
荀
勗
が
「
怨
詩
行
」
等
の
歌
辞
を
撰
定
し
た
の
は
い
ず
れ
の
時
期
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
泰
始
九
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年
（
二
七
三
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
彼
が
律
呂
を
定
め
、
雅
楽
や
舞
の
制
作
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
『
晋
書
』
巻
二
十
二
・
楽
志
上
な
ど

に
見
え
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
清
商
三
調
」
に
関
す
る
明
確
な
記
述
は
『
晋
書
』
の
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
前
掲
の
『
宋
書
』
楽

志
一
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
俗
楽
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
軽
視
さ
れ
た
の
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
司
馬
攸
を
陥
れ
た
彼
が

尚
書
令
に
左
遷
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
事
実
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
か
。
弟

を
喪
っ
た
司
馬
炎
は
、
太
康
年
間
（
二
八
〇
―
二
八
九
）
の
末
、
頗
る
宴
楽
に
親
し
み
、
ま
た
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
晋
書
』
巻

四
十
四
・
華
廙
伝
）
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
晩
年
の
武
帝
の
悲
し
み
を
、
そ
の
悲
嘆
に
共
鳴
す
る
「
怨
詩
行
」
が
慰
め
る
こ
と
と
な
っ
た

か
も
し
れ
な
い
、
と
。
更
に
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
荀
勗
は
司
馬
氏
兄
弟
に
対
す
る
自
責
の
念
か
ら
、
司
馬
攸
を
彷
彿
と
さ
せ
る

曹
植
へ
の
鎮
魂
歌
「
怨
詩
行
」
歌
辞
を
、
西
晋
王
朝
の
宴
楽
の
片
隅
に
そ
っ
と
差
し
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
歌
辞
に
限
ら
ず
、

い
わ
ゆ
る
「
清
商
三
調
」
は
曹
魏
王
朝
の
人
々
を
追
想
さ
せ
る
歌
辞
を
多
く
含
む
。
荀
勗
に
と
っ
て
「
清
商
三
調
」
の
詞
の
選
定
は
、
貴

族
と
し
て
の
生
き
残
り
を
賭
け
て
、
曹
魏
と
の
関
係
を
断
ち
切
り
、
貪
欲
に
司
馬
晋
へ
の
接
近
を
図
っ
た
自
身
の
所
業
に
対
す
る
、
彼
な

り
の
け
じ
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
同
時
に
、
魏
王
朝
と
と
も
に
生
き
、
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
同
族
の
人
々
へ
の
追
悼
と

も
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

《
注
》 

（
一
）
生
卒
年
は
、
曹
道
衡
・
沈
玉
成
編
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
・
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
巻
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）
に
拠
る
。
以
下
同

様
。 

（
二
）
矢
田
博
士
「
曹
植
の
「
七
哀
」
と
晋
楽
所
奏
の
「
怨
詩
行
」
に
つ
い
て
―
不
可
解
な
二
箇
所
の
改
変
を
中
心
に
―
」
（
『
松
浦
友
久
博
士
追

悼
記
念
中
国
古
典
文
学
論
集
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
。 
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（
三
）
一
澤
美
帆
「
本
辞
と
晋
楽
所
奏
に
関
す
る
一
考
察
―
曹
植
「
怨
詩
行
」
に
つ
い
て
―
」
（
『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
十
四
号
、
二

〇
〇
七
年
）
。 

（
四
）
于
安
瀾
『
漢
魏
六
朝
韻
譜
』
（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
三
八
頁
）
「
魏
晋
宋
譜
」
の
「
斉
」
の
項
を
参
照
。 

（
五
）
黄
節
『
曹
子
建
詩
註
』
巻
一
（
中
華
書
局
、
一
九
七
六
年
重
印
、
四
頁
）
。
前
掲
の
矢
田
論
文
、
一
澤
論
文
も
こ
れ
に
論
及
し
て
い
る
。 

（
六
）
用
例
の
探
索
に
当
た
っ
て
は
、
逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
を
手
引
き
と
し
た
。
以
下
同
様
。 

（
七
）
数
あ
る
古
詩
の
中
で
も
、
こ
こ
に
挙
げ
る
諸
篇
は
後
漢
時
代
の
作
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
柳
川
順
子

『
漢
代
五
言
詩
歌
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
）
第
三
章
第
三
節
「
古
詩
の
展
開
と
死
後
の
世
界
」
、
初
出
は
「
漢
代
五
言
詩
歌
と

死
後
の
世
界
」
（
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
八
）
作
品
番
号
は
『
阮
籍
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
に
拠
る
。
な
お
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
は
作
品
の
順
次
が
各
本
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。
前
掲
の
活
字
排
印
本
を
底
本
と
し
、
巻
末
に
同
テ
キ
ス
ト
を
収
載
す
る
九
州
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
詠
懐
詩
会
編

『
阮
籍
集
索
引
』
（
中
国
書
店
、
一
九
八
五
年
）
三
二
四
―
三
二
五
頁
に
は
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
番
号
各
本
対
照
表
を
付
す
。 

（
九
）
曽
布
川
寛
「
漢
代
画
像
石
に
お
け
る
昇
仙
図
の
系
譜
」（
『
中
国
美
術
の
図
像
と
様
式
（
研
究
篇
）
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

初
出
は
、
『
東
方
学
報
』
第
六
十
五
冊
、
一
九
九
三
年
）
に
詳
し
い
。 

（
一
〇
）
黄
節
『
漢
魏
楽
府
風
箋
』
巻
十
三
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
五
頁
）
に
指
摘
す
る
。 

（
一
一
）
今
『
文
選
』
か
ら
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、「
行
止
」
は
、
曹
植
「
王
仲
宣
誄
」（
巻
五
十
六
）
に
「
乃
署
祭
酒
、
与
軍
（
胡
刻
本
は
「
君
」

に
作
る
。
足
利
本
、
四
部
叢
刊
本
等
に
よ
っ
て
改
め
る
）
行
止
（
乃
ち
祭
酒
に
署
せ
ら
れ
、
軍
と
行
止
す
）
」
と
、
「
進
止
」
は
、
同
じ
く
曹

植
「
洛
神
賦
」
（
巻
十
九
）
に
「
動
無
常
則
、
若
危
若
安
。
進
止
難
期
、
若
往
若
還
（
動
く
に
常
則
無
く
、
危
ふ
き
が
若
く
安
ん
ず
る
が
若

し
。
進
止
は
期
し
難
く
、
往
く
が
若
く
還
る
が
若
し
）
」
と
、
「
逝
止
」
は
、
陸
機
「
文
賦
」
（
巻
十
七
）
に
「
雖
逝
止
之
無
常
、
固
崎
錡
而
難
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便
（
逝
止
の
常
無
く
、
固
よ
り
崎
錡
と
し
て
便
じ
難
し
と
雖
も
）
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

（
一
二
）
蘇
晋
仁
・
蕭
煉
子
『
宋
書
楽
志
校
注
』
（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
二
年
）
は
、
『
藝
文
類
聚
』
巻
四
十
所
収
の
陸
機
「
弔
魏
武
帝
文
」
に

い
う
「
吾
婕
妤
妓
人
、
皆
著
銅
爵
台
、
於
台
堂
上
、
施
八
尺
牀
繐
帳
、
朝
晡
上
脯
糒
之
属
。
月
朝
十
五
、
輒
向
帳
作
妓
（
吾
が
婕
妤
妓
人
は
、

皆
銅
爵
台
に
著
か
し
め
、
台
堂
の
上
に
於
い
て
、
八
尺
の
牀
繐
帳
を
施
し
、
朝
晡
に
脯
糒
の
属
を
上
れ
。
月
の
朝
十
五
に
は
、
輒
ち
帳
に
向

か
ひ
て
妓
を
作
せ
）
」
が
こ
れ
に
当
た
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
陸
機
の
本
作
品
は
『
文
選
』
巻
六
十
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
前
掲
テ
キ

ス
ト
は
『
文
選
』
に
拠
っ
た
。 

（
一
三
）
「
塘
上
行
・
蒲
生
」
の
作
者
に
つ
い
て
、
『
宋
書
』
楽
志
三
は
武
帝
曹
操
と
し
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
十
五
に
引
く
『
歌
録
』
に
は
、
詠

み
人
知
ら
ず
の
古
辞
、
あ
る
い
は
甄
皇
后
と
す
る
説
も
あ
る
と
記
し
て
い
る
。 

（
一
四
）
柳
川
前
掲
書
（
注
七
）
三
三
二
―
三
三
七
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
一
五
）
柳
川
前
掲
書
（
注
七
）
三
二
二
―
三
二
四
、
三
二
六
―
三
二
九
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
一
六
）
福
原
啓
郎
『
西
晋
の
武
帝 

司
馬
炎
（
中
国
歴
史
人
物
選
３
）
』
（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）
一
七
〇
―
一
八
〇
頁
を
参
照
。 

（
一
七
）
丹
羽
兌
子
「
魏
晋
時
代
の
名
族
―
荀
氏
の
人
々
に
つ
い
て
―
」（
中
国
中
世
史
研
究
会
編
『
中
国
中
世
史
研
究
―
六
朝
隋
唐
の
社
会
と

文
化
―
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
に
収
載
）
を
参
照
。
丹
羽
氏
の
所
論
は
、
清
流
の
地
方
豪
族
が
貴
族
化
し
て
い
く
中
世
特
有
の

過
程
の
中
に
、
荀
氏
一
族
の
人
々
の
動
向
を
俯
瞰
的
に
捉
え
て
い
る
。 

こ
の
文
章
は
原
稿
段
階
の
も
の
で
す
。
正
式
に
は
『
狩
野
直
禎
先
生
追
悼
三
国
志
論
集
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 


